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財務諸表の開示
企　業
利害
関係者
財務諸表
①企業情報の提供！
②企業状況の判断
③
取引関係の円滑化！
現代企業が利益を追求していくためには、利害関係者との取引関係を円滑化させることが必要不可欠である。
そこで、利害関係者の情報要求に応える目的で、企業は自らの経済的実態を忠実に表す情報として
財務諸表を作成し、開示することが必要
である。
現代の大規模企業が不特定多数の利害関係者を擁していることから、企業が利害関係者に個別的に対応することは困難である。　　　　　　　　　　　　　
　
　⇒財務諸表を広く公開する必要がある。
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財務諸表監査の必要性
①
)
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財務諸表の信頼性を
確かめる為に必要十分な専門能力と実務経験を有し、かつ、被監査会社から独立の立場にある監査人が、財務諸表の信頼性を検査、評価して利害関係者に報告する。
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財務諸表監査の必要性②
)
 (
Ⅰ、利害対立
⇒財務諸表の作成者たる経営者と利用者たる利害関係者は、
潜在的・顕在的に利害対立関係にある。
Ⅱ、財務諸表の相対的性格
⇒財務諸表は事実と慣習と判断から総合的に作られたものであり、
絶対的なものではない。よって経営者の判断によって歪められる恐れが大きく、
利害関係者はその信頼性に疑念を抱く。
Ⅲ、財務諸表の影響の重大性
⇒企業の経済的実態を忠実に表現する情報として財務諸表は作成され、
利害関係者にとって意思決定情報　としての重要性が極めて高い。
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) (
財務諸表の信頼性を確かめる為に必要十分な専門能力と実務経験を生かし、かつ被監査会社から独立の立場にある監査人（ex 公認会計士）が財務諸表の信頼性を検査、評価して利害関係者に報告する財務諸表監査が必要である。
) (
財務諸表
調査の難しさ
) (
Ⅳ
、
利害関係者の地理的、制度的遠隔性
⇒
社会に散在する不特定多数の利害関係者が財務諸表の信頼性を
自ら確かめることができない。物理的に困難である場合と、企業機密を保持する観点から閲覧等を制限している場合がほとんどである。
Ⅴ
、
財務諸表の作成過程の複雑性
⇒
財務諸表は複雑な会計処理の過程を経て作成されるため、会計に関する専門能力のない一般の利害関係者がその信頼性を確かめることは技術的に難しい。
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